
（33：サイバーサイエンスセンター） 

Ⅱ 平成 30年度の特筆すべき取組／令和元年度の計画 

【平成 30年度実績】 

1. リアルタイム津波浸水被害予測システムの開発と運用 

No.33 ②-4 国際共同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化 

 

実績報告 

サイバーサイエンスセンターが保有するスーパコンピュータを用いて、津波浸水被害を迅速かつ

高解像で正確に予測する「リアルタイム津波浸水被害予測システム」の開発と実社会への展開を

進めている。本研究は、スーパーコンピュータの災害時緊急利用技術と、世界初のリアルタイム

津波浸水・被害予測技術の開発・実用化を実現するために、理学・工学の研究者を中心とした産

学連携プロジェクトとして平成 25年から開始された。この研究では、地震の震源情報を自動で取

得、津波の発生・伝播・浸水・被害予測・図化・配信を、10分以内の津波発生予測、10分以内の

浸水・被害予測を 10m メッシュで行うという「トリプル 10（テン）チャレンジ」と称して目標設定を明

確にし、それらを全自動で行う技術を確立したことで、東日本大震災の教訓を踏まえた新しい量

的津波数値浸水被害予測の基礎を築いた。本プロジェクトの成果は、内閣府総合防災情報シス

テム「津波浸水被害推計システム」として採用され、平成 30年 4月より本格運用を開始してい

る。本研究による成果の蓄積と関連特許登録を踏まえ、本技術を広く普及するために、平成 30

年 3月より東北大学発ベンチャー、株式会社 RTi-castを設立した。これらの貢献に対し、本学災

害科学国際研究所越村俊一教授を代表とし、本センター撫佐昭裕客員教授を含む研究グループ

が、平成 31年 2月 5日に発表された第 1回日本オープンイノベーション大賞「総務大臣賞」を受

賞した。 

資料 H30-1 日本オープンイノベーション大賞プレスリリース.pdf 
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https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%99H30-1%20%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E3%82%A4%E3%83%8E%E3%83%99%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E5%A4%A7%E8%B3%9E%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B9.pdf


www.tohoku.ac.jp 

 

 

平成 31 年 2 月 5 日 

 

報道機関 各位  

東北大学災害科学国際研究所 

東北大学大学院理学研究科 

東北大学サイバーサイエンスセンター 

 

 
 

 2 月 5 日に発表された、第 1 回日本オープンイノベーション大賞※1 において、東北大学

災害科学国際研究所 越村 俊一教授／東北大学大学院理学研究科 太田 雄策准教授／国際

航業株式会社 村嶋 陽一／日本電気株式会社 撫佐 昭裕（東北大学サイバーサイエンスセ

ンター 客員教授）／株式会社エイツー 加地 正明らのグループが、総務大臣賞を受賞しま

した。 

越村教授らのグループ※2 は、2013 年から産学連携研究を開始し、JST の戦略的創造研究

推進事業 CREST（代表：越村俊一）での基礎・応用研究と、総務省の実証事業（産学連携）

などを通じて、世界初の「スーパーコンピュータによるリアルタイム津波浸水被害予測技術」

の実用化を果たしました。本技術は、内閣府の津波浸水被害予測システムとして採用され、

2018 年に本技術を広く普及するために設立した東北大学発ベンチャー（株）RTi-cast が運用

の一役を担っています。 

 

※1 日本オープンイノベーション大賞は、我が国のオープンイノベーションをさらに推進す

るために、今後のロールモデルとして期待される先導性や独創性の高い取組を表彰するも

ので、2017 年度までの「産学官連携功労者表彰」の継続表彰として、2018 年度より開始さ

れました。https://www8.cao.go.jp/cstp/openinnovation/prize/index.html 

 

※2 本取組の主要メンバーは以下（*が今回の受賞対象者） 

*越村俊一（東北大学災害科学国際研究所・教授）、小林広明（東北大学大学院情報科学研

究科・教授/サイバーサイエンスセンター長特別補佐）、日野亮太（東北大学大学院理学研

究科・教授）、*太田雄策（東北大学大学院理学研究科・准教授）、*村嶋陽一（国際航業株

式会社・防災情報チームリーダー）、*撫佐昭裕（日本電気株式会社(NEC)・主席システム

主幹）、*加地正明（株式会社エイツー・取締役） 

 

東北大学が第 1回日本オープンイノベーション大賞 

「総務大臣賞」を受賞 

「リアルタイム津波浸水被害予測システムの開発と運用」 

 

 

【問い合わせ先】 

東北大学災害科学国際研究所  担当：越村俊一 教授 

電話 022-752-2084 / E-mail: koshimura@irides.tohoku.ac.jp 
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【詳細】 

リアルタイム津波浸水被害予測システムについて 

 スーパーコンピュータの災害時緊急利用技術と、世界初のリアルタイム津波浸水・被害

予測技術の開発・実用化を実現するために、理学・工学の研究者を中心とした産学連携

プロジェクトを 2013 年から開始した。 

 地震の震源情報を自動で取得、津波の発生・伝播・浸水・被害予測・図化・配信を、10

分以内の津波発生予測、10 分以内の浸水・被害予測を 10m メッシュで行うという「ト

リプル 10（テン）チャレンジ」と称して目標設定を明確にし、それらを全自動で行う

技術を確立したことで、東日本大震災の教訓を踏まえた新しい量的津波数値浸水被害

予測の基礎を築いた。 

 この成果が評価され、ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）優秀賞（2016

年）、総務省東北総合通信局長表彰（2016 年）、科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学

技術賞（開発部門）（2018 年）を受賞した。 

 本プロジェクトの成果は、内閣府総合防災情報システム「津波浸水被害推計システム」

として採用され、2017 年 11 月より試験運用、2018 年 4 月より本格運用を開始してい

る。 

 産学連携研究による成果の蓄積と関連特許登録を踏まえ、2018年 3月より株式会社RTi-

cast を設立した。株式会社 RTi-cast とは、越村俊一教授が代表発起人および co-founder

（共同創業者）、CTO（最高技術責任者）となり、国際航業株式会社、東北大学ベンチ

ャーパートナーズ株式会社、株式会社エイツー、日本電気株式会社の 4 者および個人を

株主とした、東北大学発のベンチャー企業である。  
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リアルタイム津波浸水被害予測の意義と位置づけ 

巨大災害後の災害対応や救援活動において最も重要なことの一つは、被害の全容把握で

ある。地震や津波災害といった巨大災害の発生直後は、激甚な被害を受けた地域からの情

報が断片的となり、被害全容の把握が極めて困難になるとともに、被災地の救援活動や復

旧活動も難航する。2011 年東北地方太平洋沖地震津波の被災地は広大で、発災直後には、

激甚な被災地を把握することが困難であったと同時に、現地調査期間や人的資源の制約に

より被害全容を把握するには極めて長い時間を要した。 

我々は、この問題解決に産学連携で取組み、世界初のリアルタイム津波浸水被害予測技

術の実用化と事業化を実現した。具体的な社会的ニーズとは以下の 2 点である。 

 

 被災地の迅速かつきめ細かな救援のためには、津波高さの予測だけでなく浸水範囲・

被害の迅速かつ正確な予測・把握が必要である。 

 政府は、南海トラフ巨大地震津波災害への対応計画（タイムライン計画）を立案して

いるが、迅速な被害予測・把握技術の整備は極めて重要な課題と位置づけられてい

る。 

 

受賞のポイントについて 

巨大地震津波災害時の社会的ニーズに応えるために、迅速な被害情報の推計・把握と配

信を通じて被災地を支援し、災害に対するレジリエンス（回復力）の向上とわが国の国土

強靱化に資する、世界発のリアルタイム津波浸水被害予測技術を確立し、研究参画メンバ

ーで東北大学発ベンチャー「（株）RTi-cast」を 2018 年 3 月に設立し、さらなるイノベーシ

ョン創出への活動を強化したことが高く評価された。 

スーパーコンピュータの災害時活用により、津波の浸水による人的・建物被害予測を、

地震発生から 20 分以内を目安に完了させ、国の災害対応の基盤情報に組み込むことがで

きたことは最も重要な貢献である。 

世界的にも「津波浸水範囲」や「被害」の予測をリアルタイムで行うシステムは例が無

い。将来の災害情報のあり方を刷新するインパクトを有している。 

実用準天頂衛星システムのサービスも開始され、高精度測位情報と津波浸水予測技術を

連携させることで、迅速・確実な歩行者への避難情報の提供や運転者への情報提供、自動

運転時代を見据えた避難誘導方法などへの展開が可能となる。 
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（33：サイバーサイエンスセンター） 

2. 大規模人体複合物理解析に基づく熱中症リスク管理

システムの開発 

No.33 ②-4 国際共同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化 

 

実績報告 

サイバーサイエンスセンターが有するスーパーコンピュータと名古屋工業大学で開発した複合物

理・システムバイオロジー統合シミュレーション技術を用いて、年齢や性別などの違いに応じて熱

中症発症の危険性を評価可能な「熱中症リスク評価システム」の高度化に取り組んだ。平成 30

年度は、熱中症のリスクを予測する計算モデルに「暑さに慣れているかどうか」という要素を加え

ることで、本格的に猛暑期に入る前の暑さに体が慣れない状態でも急激な気温上昇により、体温

もより上昇して熱中症のリスクが高まることを明らかにした。これらの技術により、年齢や活動内

容の違いなど、個人・環境に応じた熱中症リスク情報を身近な情報として提供することが可能にな

り、今後予定されている大規模なスポーツ大会や屋外イベントにおいて、場面に応じた熱中症発

症数の低減に貢献することが期待できる。これらの成果は朝日新聞(平成 30年 6月 3日【資料

H30-2-1 朝日新聞記事.pdf】)で取り上げられたほか、これらの貢献に対し、名古屋工業大学平

田晃正教授をはじめとする共同研究者と共に、本センター江川隆輔准教授が平成 31年度 第 75

回電気学術振興賞進歩賞（大規模人体複合物理解析に基づく熱中症リスク管理システムの開発

と実用化）を受賞した。【資料 H30-2-2 電気学術振興賞進歩賞受賞.pdf】 

資料 H30-2-1 朝日新聞記事.pdf, 資料 H30-2-2 電気学術振興賞進歩賞受賞.pdf 

 

  

Ⅱ H30実績（5 / 27）

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%99H30-2-1%20%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E8%81%9E%E8%A8%98%E4%BA%8B.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%99H30-2-1%20%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E8%81%9E%E8%A8%98%E4%BA%8B.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%99H30-2-2%20%E9%9B%BB%E6%B0%97%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%8C%AF%E8%88%88%E8%B3%9E%E9%80%B2%E6%AD%A9%E8%B3%9E%E5%8F%97%E8%B3%9E.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%99H30-2-1%20%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E8%81%9E%E8%A8%98%E4%BA%8B.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%99H30-2-2%20%E9%9B%BB%E6%B0%97%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%8C%AF%E8%88%88%E8%B3%9E%E9%80%B2%E6%AD%A9%E8%B3%9E%E5%8F%97%E8%B3%9E.pdf


西川迅  2 0 1 8 年 6 月 3 日 1 8 時 2 2 分

夏前でも熱中症のリスク高　急に暑くなったら気をつ夏前でも熱中症のリスク高　急に暑くなったら気をつ
けてけて

　本格的に夏が始まる前でも、暑さに体が慣れないうちに急に気温が上がると、体温がより
上昇して熱中症のリスクが高まることを、名古屋工業大や東北大などの研究グループが明ら
かにした。６月上旬から梅雨明けごろまでは暑さに慣れていない人が多いとされ、急激な気
温上昇で熱中症になりやすいと、注意を呼びかけている。

　夏の暑さに耐えられるように体は日ごとに順応していくが、暑さに慣れないうちは同じ体
温でも汗のかき始めが遅く、出る量も少ないなど体の外へ熱を排出しにくいと考えられてい
る。

　名古屋工業大の平田晃正教授（医用工学）らの研究グループは、身長１７０センチ、体重
６５キロの人を想定し、気温の上昇や運動に伴う体温の変化をスーパーコンピューターで計
算。暑さに慣れた状態の人と慣れていない状態の人で熱中症のリスクの違いを評価した。

　その結果、６月中旬の梅雨の晴れ間の気象条件（最高気温２９度、湿度４０％）で、１時
間の軽い運動をすると、暑さに慣れた人は体温の上昇が０・５度にとどまったが、慣れてい
ない人は１度ほど上昇し、熱中症のリスクが高かった。

　平田さんは「『気温がそれほど高くないから大丈夫』と油断せず、運動中も適度に休憩を
入れるなど熱中症に注意してほしい」と話している。（西川迅）

朝日新聞デジタルに掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。すべての内容は日本の著作権法並びに
国際条約により保護されています。
C o p y r i g h t  ©  T h e  A s a h i  S h i m b u n  C o m p a n y .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d .  N o
r e p r o d u c t i o n  o r  r e p u b l i c a t i o n  w i t h o u t  w r i t t e n  p e r m i s s i o n .
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http://www.asahi.com/topics/word/%E7%86%B1%E4%B8%AD%E7%97%87.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E6%A2%85%E9%9B%A8%E6%98%8E%E3%81%91.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E7%86%B1%E4%B8%AD%E7%97%87.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E3%82%B9%E3%83%BC%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E7%86%B1%E4%B8%AD%E7%97%87.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E6%9C%80%E9%AB%98%E6%B0%97%E6%B8%A9.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E7%86%B1%E4%B8%AD%E7%97%87.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E7%86%B1%E4%B8%AD%E7%97%87.html
http://www.asahi.com/?iref=com_gnavi_top
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（33：サイバーサイエンスセンター） 

3. 国際無線 LAN相互利用規格 eduroamに関する研究

開発と国内展開推進 

No.79 ①-1 多様な教育研究活動等を支える情報基盤の活用充実と高度化 

 

実績報告 

国際無線 LAN相互利用規格 eduroam(欧州の GÉANTで開発された、大学等の教育研究機関

の間でキャンパス無線 LANの相互利用を実現する学術無線 LANローミング基盤。無線 LAN

における業界標準の IEEE802.1Xに基づいて構築されている)による、学術無線 LANローミング

システムの設計・構築と実用化、及び国内の高等教育機関への展開推進に貢献した。平成 31年

3月時点で、世界約 101か国(地域)、日本では 250機関が eduroamに参加している。平成 18

年度に情報・システム研究機構国立情報学研究所(NII)の全国大学共同電子認証基盤構築事業

の一環として導入され、「eduroam JP」の名称で NII とサイバーサイエンスセンターが共同で運

用・サポート・技術開発等を行った。平成 29年度より NIIで事業化した。これらの貢献に対し、本

センターの後藤英昭准教授が「大学間連携のための学術認証フェデレーションの開発」（代表：岡

部寿男・京都大学教授）において、「平成 31年度科学技術分野の文部科学大臣表彰・科学技術

賞（開発部門）」を受賞した。 

資料 H30-3 文部科学大臣表彰プレスリリース（NII・京大・東北大など共同）.pdf 

 

  

Ⅱ H30実績（13 / 27）

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%99H30-3%20%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%AD%A6%E5%A4%A7%E8%87%A3%E8%A1%A8%E5%BD%B0%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%EF%BC%88NII%E3%83%BB%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E3%83%BB%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7%E3%81%AA%E3%81%A9%E5%85%B1%E5%90%8C%EF%BC%89.pdf
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2019 年（平成 31 年）4 ⽉ 9 ⽇ 

岡部教授らは、全国の⼤学の共通の認証基盤として、ウェブ認証連携の国際標準に基づく学術認証フ

ェデレーション「学認」（*3）（図 1）、国際無線 LAN 相互利⽤規格「eduroam（*4）」による学術無線 LAN

ローミング（図 2）、オープンドメイン認証局による「UPKI 電⼦証明書発⾏サービス（*5）」（図 3）を組

み合わせ、統合的な認証連携アーキテクチャを設計・構築し実⽤化しました。 

これらの技術は、⼤学の学術コンテンツや学術ネットワーク資源等の安全な共有・共同利⽤、遠隔講

義や単位互換などの⼤学間学⽣交流など国内の⼤学間だけでなく、国際連携や商⽤サービスなどに活⽤

されています。 

  
〈図 1〉学術認証フェデレーション「学認」の仕組み 〈図 2〉eduroam の仕組み 

⽂部科学省が本⽇ 4 ⽉ 9 ⽇に発表した「平成 31 年度 科学技術分野の⽂部科学⼤⾂表彰」において、

「⼤学間連携のための学術認証フェデレーション（*1）の開発」の業績により、岡部
お か べ

寿男
や す お

 京都⼤学教授／

情報・システム研究機構 国⽴情報学研究所（NII）客員教授、⻄村
にしむら

健
たけし

 NII 特任研究員、佐藤
さ と う

周⾏
ひろゆき

 東京

⼤学准教授、後藤
ご と う

英
ひで

昭
あき

 東北⼤学准教授／NII 客員准教授、曽根原
そ ね は ら

登
のぼる

 津⽥塾⼤学教授／NII 客員教授・

名誉教授によるグループが「科学技術賞（開発部⾨）（*2）」を受賞しました。 

⼤学間連携のための認証連携アーキテクチャの開発業績で 
⽂部科学⼤⾂表彰・科学技術賞（開発部⾨）を受賞 

岡部寿男 京都⼤教授、⻄村健 NII 特任研究員、佐藤周⾏ 東京⼤准教授、 
後藤英昭 東北⼤准教授、曽根原登 津⽥塾⼤教授が共同で受賞 
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〈図 3〉 UPKI 電⼦証明書発⾏サービスの仕組み 

受賞に関する情報は以下の通りです（年齢は本年 4 ⽉ 1 ⽇現在）。 
 
平成 31 年度 科学技術分野の⽂部科学⼤⾂表彰 科学技術賞 (開発部⾨)  
⼤学間連携のための学術認証フェデレーションの開発 

岡部
お か べ

 寿男
や す お

 55 歳 京都⼤学 学術情報メディアセンター 教授 

情報・システム研究機構 国⽴情報学研究所（NII）客員教授 

⻄村
にしむら

 健
たけし

 45 歳 情報・システム研究機構 国⽴情報学研究所（NII）特任研究員 

佐藤
さ と う

 周⾏
ひろゆき

 56 歳 東京⼤学情報基盤センター 准教授 

後藤
ご と う

 英
ひで

昭
あき

 51 歳 東北⼤学サイバーサイエンスセンター 准教授 

情報・システム研究機構 国⽴情報学研究所 客員准教授 

曽根原
そ ね は ら

 登
のぼる

 65 歳 津⽥塾⼤学 総合政策学部 総合政策学科 教授・総合政策研究所 所⻑ 

情報・システム研究機構 国⽴情報学研究所（NII）客員教授・名誉教授 

業績概要︓  全国の⼤学の共通の認証基盤として、ウェブ認証連携の国際標準に基づく学術認証

フェデレーション「学認」、国際無線LAN相互利⽤規格eduroamによる学術無線LAN

ローミング、オープンドメイン認証局によるUPKI電⼦証明書発⾏サービスを組み合

わせた統合的な認証連携アーキテクチャを設計・構築し実⽤化した。これにより、⼤

学の学術コンテンツや学術ネットワーク資源等の安全な共有・共同利⽤、遠隔講義や

単位互換などの⼤学間学⽣交流、商⽤サービスの利活⽤を容易にした。 

 国際標準に準拠しつつ我が国の個⼈情報保護法制に準拠した適切な本⼈同意を得

る仕組みや仮名性・匿名性を実現する仕組みを開発し、国内⼤学間だけでなく国際連
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携や商⽤サービスとの連携を可能にした。 

 これらの研究開発の成果はNIIが提供するサービスとして実⽤化され、学術認証フ

ェデレーション「学認」は２２０機関、国際無線LAN認証連携であるeduroamは国内

２４９機関、UPKI電⼦証明書発⾏サービスは３３４機関で利⽤されている。 

（機関数は平成31年3⽉末⽇現在） 

岡部 京都⼤教授／NII 客員教授（筆頭者）のコメント︓ 

「この度は、『科学技術賞（開発部⾨）』という⼤変名誉ある賞を頂き、光栄に存じま

す。⼤学間連携のための全国共同電⼦認証基盤（UPKI）として⼗数年前に構想した統

合的な認証連携の仕組みが、学認(GakuNin)、eduroam、UPKI 電⼦証明書として実

⽤化され、教育・研究に⽇常的に⽤いられるに⾄ったことをご評価いただきました。

今回の受賞は、申すまでもなく各⽅⾯での皆様のご⽀援・ご協⼒なくしてはあり得な

かったものであり、関係されたすべての⽅々に⼼より感謝申し上げます。⼤学・研究

機関でのセキュリティ強化やプライバシー保護の必要性が年々⾼まる中、今後も、学

術認証連携をさらに⾼度化し適⽤範囲を拡げるための研究開発を続けていく所存で

す。」 

以上 

〈メディアの皆様からのお問い合わせ先〉 

国⽴⼤学法⼈ 京都⼤学 
総務部 広報課 広報企画掛 
TEL: 075-753-2071 E-mail︓kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

⼤学共同利⽤機関法⼈ 情報・システム研究機構 国⽴情報学研究所 
総務部企画課 広報チーム 
TEL:03-4212-2164 E-mail︓media@nii.ac.jp 

国⽴⼤学法⼈ 東京⼤学 
⼯学系広報室 
TEL: 03-5841-1790 E-mail︓kouhou@pr.t.u-tokyo.ac.jp 

国⽴⼤学法⼈ 東北⼤学 
情報部情報基盤課 総務係 
TEL: 022-795-3407 E-mail︓som@cc.tohoku.ac.jp 

学校法⼈ 津⽥塾⼤学 
企画広報課 
TEL: 042-342-5113 E-mail︓kouhou@tsuda.ac.jp 
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__________________________________________________________________________________ 
（*1）学術認証フェデレーション: 学術 e-リソースを利⽤する⼤学、学術 e-リソースを提供する機関・出版社等から構

成された連合体。各機関はフェデレーションが定めた規程（ポリシー）を信頼しあうことで、相互に認証連携を実
現できる。 

（*2）「科学技術賞」(開発部⾨)︓ 我が国の社会経済、国⺠⽣活の発展向上等に寄与する画期的な研究開発若しくは発明
であって、現に利活⽤されているもの（今後利活⽤されることが期待できるものを含む）を⾏った個⼈若しくはグ
ループ⼜はこれらの者を育成した個⼈に贈られる賞。 

（*3）学術認証フェデレーション「学認」: ⼤学の認証基盤を学内サービスのみならず、連携する他⼤学や商⽤サービス
にも活⽤するための仕組み。インターネット上の学術サービスを、個⼈や機関を特定する形で安⼼・安全に提供お
よび利⽤できる。シングルサインオン（⼀つの ID・パスワードであらゆるシステムが利⽤可能となる仕組み）に
より、利⽤者は⼀度ログインするだけで、学内・学外の複数のサービスにシームレスにログインできる。全国の⼤
学等と NII が連携し平成 21 年度（2009 年度）から構築開始した。詳しくは https://www.gakunin.jp/参照。 

（*4）eduroam: 欧州の GÉANT で開発された、⼤学等の教育研究機関の間でキャンパス無線 LAN の相互利⽤を実現す
る学術無線 LAN ローミング基盤。無線 LAN における業界標準の IEEE802.1X に基づいて構築されており、現在、
世界約 100 か国(地域)が eduroam に参加している。⽇本では平成 18 年度（2006 年度）に NII の全国⼤学共同
電⼦認証基盤構築事業の⼀環として導⼊され、「eduroam JP」の名称で NII と東北⼤学が共同で運⽤・サポート・
技術開発等を⾏い、平成 29 年度（2017 年）より NII で事業化した。詳しくは https://www.eduroam.jp/参照。 

（*5）UPKI 電⼦証明書発⾏サービス: ⼤学や研究機関を対象とする電⼦証明書を発⾏するサービス。サーバー証明書
（ウェブサーバーの運⽤者が正規のものであると証明）に加え、クライアント証明書（電⼦メールへの署名などに
利⽤）とコード署名⽤証明書（ソフトウェアの開発元の実存性を確認でき改ざんされてないコードと証明）も発⾏
している。平成 21 年度（2009 年度）から検証プロジェクトを開始し、平成 27 年（2015 年）1 ⽉より NII で事
業化した。詳しくは https://certs.nii.ac.jp/参照。 
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（33：サイバーサイエンスセンター） 

4. サイバーセキュリティ人材育成への貢献 

No.79 ①-1 多様な教育研究活動等を支える情報基盤の活用充実と高度化 

 

実績報告 

文部科学省「情報技術人材育成のための実践教育ネットワーク形成事業」（enPiT、平成 24～28

年度）のセキュリティ分野に 5大学院の一つとして本学情報科学研究科が参加して、幅広い産業

分野において求められている「実践的なセキュリティ技術を習得した人材（実践セキュリティ人材）

の育成」を実施した。具体的には、本センター教員が実践的情報教育推進室長及び室員として運

営及び「セキュリティ法務経営論」、「ハードウェアセキュリティ演習」や「ネットワークセキュリティ実

践」を担当し、他大学及び産業界等と連携した実践演習の実施を推進して、事業終了後も継続し

て平成 30年度は本学で 17名のコース修了者を認定した。また、文部科学省「成長分野を支える

情報技術人材の育成拠点の形成(enPiT2、平成 28～令和 2年度)」事業において、本学がセキ

ュリティ分野 14大学の中核拠点となり、同様にセンターの教員が運営及び「セキュリティ総論

A」、「クラウドセキュリティ演習」や「制御システムセキュリティ演習」等を担当して、実践的人材育

成を実施している。特に平成 30年度は、新たな講義を開発し、本学で 23名、全体で 326名のコ

ース修了を認定した。また本学及び他の高等教育機関の教員が講義に参加し、サイバーセキュリ

ティについて教えることのできる教員人材の育成にも貢献している。さらに、学内の情報基盤の企

画・運用においても、CSIRTの主要メンバーとして本センターの教員が関わるなど、学内の教職

員のサイバーセキュリティに関する意識や知識・技術の向上にも努めている。 
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（33：サイバーサイエンスセンター） 

 

資料 H30-4 enPiT.jpg 
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（33：サイバーサイエンスセンター） 

5. 「魔法の鏡」による新しい遠隔・非接触血圧推定法 

No.23 ②-2 イノベーション創出を実践する研究の推進 

 

実績報告 

日常的な健康管理を行うために、特別なセンサを常時装着せず、意識的な機器操作も不要な健

康モニタリング装置として開発された「魔法の鏡」において、遠隔・非接触に血圧変動を推定する

ための新手法を開発し、特許を出願した。本研究は、平成 25～令和 3年度科学技術振興機構

（JST）革新的イノベーション創出プログラム「さりげないセンシングと日常人間ドックで実現する理

想自己と家族の絆が導くモチベーション向上社会創生拠点」の成果であり、ビデオカメラを使って

遠隔・非接触的に身体表面の血行状態を計測し、自律神経指標などを提示するシステムである。

従来法では、顔や掌などの 2か所の映像脈波の位相差、あるいは、1か所の映像脈波の歪み時

間から血圧に相関する値を推定していたが、今年度は高低差のある手の映像脈波に基づいて、

血圧値を直接推定する手法を新たに開発した。これにより、掌をかざすだけで血圧を推定でき、

広い領域での応用可能性が高い。また、スマートフォンや PCなどのプラットフォームに依存しな

いクラウド型映像脈波解析システムのプロトタイプを開発した。これによって、特別なソフトのイン

ストールなしに、いつでもどこでも身体映像から生体情報抽出が可能となる。 

資料 H30-5 魔法の鏡.pdf 
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動
車
や
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
．

魔
法

の
鏡

東
北
大
学
サ
イ
バ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
先
端
情
報
技
術
研
究
部

1

年
4月

2日
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音
声
が
あ
り
ま
す
の
で
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
量
を
上
げ
て
く
だ
さ
い

上
記
は
，

20
19
年

3月
16
日

(土
)か
ら

6月
2日

(日
)ま
で
，
名
古
屋
市
科
学
館
で
開
催
さ
れ
る
特
別
展
：

「
血
液
ツ
ア
ー
ズ

人
体
大
解
明
の
旅
」
で
出
展
さ
れ
，
来
場
者
自
身
が
体
験
で
き
る
も
の
で
す
．

2
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映
像
か
ら
脈
波
を
抽
出
す
る
原
理

カ
メ
ラ
が
受
け
取
る
輝
度
値
の
時
系
列

Am
p

Ti
m

e

•
血
管
内
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
変
化

•
脈
動
に
よ
る
内
部
組
織
の
歪
み
変
化

•
皮
膚
表
面
の
鏡
面
反
射
の
変
化

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
少
な
い

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
多
い

緑
成
分
多
い

緑
成
分
少
な
い

緑
成
分
を
吸
収

周
辺
光

周
辺
光

カ
メ
ラ

カ
メ
ラ
が
受
け
取
る
緑
色
成
分
の
輝
度
の
時
系
列

⇒
脈
波

血
中
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
緑
色
成
分
を
よ
く
吸
収
す
る

3
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映
像
脈
波
か
ら
得
ら
れ
る
指
標

歪
み 10

歪
み 10

多
角
形
が
大
き
い
ほ
ど

体
調
が
よ
い
可
能
性
が
あ
る

推
定
さ
れ
た
自
律
神
経
年
齢
：

57
歳

推
定
さ
れ
た
自
律
神
経
年
齢
：

61
歳

健
常
男
性

実
年
齢
：

63
歳

早
朝

5時
40
分

最
高
血
圧

12
6m

m
Hg

最
低
血
圧

86
ｍ
ｍ

Hg
心
拍
数

60
bp

m

飲
酒
後

19
時

30
分

最
高
血
圧

10
8m

m
Hg

最
低
血
圧

67
ｍ
ｍ

Hg
心
拍
数

67
bp

m

4

①
平
均
心
拍
数

②
血
行
の
良
さ
（
平
均
脈
波
振
幅
）

③
自
律
神
経
バ
ラ
ン
ス
（

LF
/H

F）
④

血
管
調
整
指
標
（
交
感
神
経
；
μ

PA
）

⑤
心
拍
調
整
指
標
（
副
交
感
神
経
；

CV
RR
）

⑥
血
圧
相
関
値
（
歪
み
時
間
・
脈
波
伝
搬
時
間
差
）

⑦
計
測
雑
音
の
指
標
（

S/
N比

・
振
幅
の
標
準
偏
差
）

⑧
自
律
神
経
年
齢

= 
72

.6
 -

5.
37

 ×
CV

RR
 -

7.
29

 ×
μ

PA
ht

tp
s:

//
w

w
w

.n
cb

i.n
lm

.n
ih

.g
ov

/p
ub

m
ed

/2
55

70
32

5：
特
許

54
08

75
1号

特
許

60
72

89
3号
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【
学
術
論
文
】

①
N

or
ih

iro
Su

gi
ta

,M
ak

ot
o

Yo
sh

iza
w

a
,e

t
al

.:
Co

nt
ac

tle
ss

Te
ch

ni
qu

e
fo

r
M

ea
su

rin
g

Bl
oo

d-
Pr

es
su

re
Va

ria
bi

lit
y

fro
m

On
e

Re
gi

on
in

Vi
de

o
Pl

et
hy

sm
og

ra
ph

y,
Jo

ur
na

lo
fM

ed
ic

al
an

d
Bi

ol
og

ic
al

En
gi

ne
er

in
g.

pp
.1

-1
0,

(M
ar

ch
,2

01
8)

ht
tp

s:
//

do
i.o

rg
/1

0.
10

07
/s

40
84

6-
01

8-
03

88
-8

【
国
際
会
議
】

①
M

ak
ot

o
Yo

sh
iza

w
a,

N
or

ih
iro

Su
gi

ta
,e

t
al

.:
N

on
-C

on
ta

ct
Bl

oo
d

Pr
es

su
re

Es
tim

at
io

n
Us

in
g

Vi
de

o
Pu

ls
e

W
av

es
fo

r
Ub

iq
ui

to
us

He
al

th
M

on
ito

rin
g,

IE
EE

6t
h

Gl
ob

al
Co

nf
er

en
ce

on
Co

ns
um

er
El

ec
tro

ni
cs

,N
ag

oy
a,

Ja
pa

n,
Oc

t2
4-

27
(2

01
7)

②
Su

gi
ta

N
,Y

os
hi

za
w

a
M

,T
an

ak
a

A,
Ab

e
M

,Y
am

be
T:

Ex
tra

ct
io

n
of

Bl
oo

d
Pr

es
su

re
In

fo
rm

at
io

n
fro

m
Vi

de
o

Pl
et

hy
sm

og
ra

ph
y,

40
th

An
n.

In
t.

Co
nf

.o
ft

he
IE

EE
En

gi
ne

er
in

g
in

M
ed

ic
in

e
an

d
Bi

ol
og

y
So

ci
et

y,
Ho

no
lu

lu
,H

aw
ai

i,
Ju

l1
9

(2
01

8)
③

Ta
na

ka
A,

Ya
m

ad
a

Y,
Yo

sh
iza

w
a

M
:A

pp
lic

at
io

n
of

N
on

-C
on

ta
ct

Vi
de

o
Pl

et
hy

sm
og

ra
ph

y
to

An
al

ys
is

of
Lo

ca
lV

as
cu

la
rR

eg
ul

at
io

n,
40

th
An

n.
In

t.
Co

nf
.o

ft
he

IE
EE

En
gi

ne
er

in
g

in
M

ed
ic

in
e

an
d

Bi
ol

og
y

So
ci

et
y,

Ho
no

lu
lu

,H
aw

ai
i,

Ju
l1

9
(2

01
8)

④
M

ak
ot

o
Yo

sh
iza

w
a,

N
or

ih
iro

Su
gi

ta
,A

ki
ra

Ta
na

ka
,K

ei
Ic

hi
ji,

N
or

iy
as

u
Ho

m
m

a,
To

m
oy

uk
iY

am
be

,
“A

n
Op

tim
iza

tio
n

Te
ch

ni
qu

e
to

Ex
tra

ct
Vi

de
o

Pu
ls

e
W

av
e

fo
r

N
on

-C
on

ta
ct

Re
m

ot
e

M
on

ito
rin

g
of

Au
to

no
m

ic
N

er
vo

us
Sy

st
em

an
d

Bl
oo

d
Pr

es
su

re
Va

ria
bi

lit
y,

”
20

18
IE

EE
7t

h
Gl

ob
al

Co
nf

er
en

ce
on

Co
ns

um
er

El
ec

tro
ni

cs
(G

CC
E)

,N
ar

a,
Ja

pa
n

(O
ct

.9
-1

2,
20

18
).

⑤
M

ak
ot

o
Y o

sh
iza

w
a,

N
or

ih
iro

Su
gi

ta
,A

ki
ra

Ta
na

ka
,N

or
iya

su
Ho

m
m

a,
To

m
oy

uk
iY

am
be

,“
Re

m
ot

e
an

d
N

on
-C

on
ta

ct
Ex

tra
ct

io
n

Te
ch

ni
qu

es
of

Au
to

no
m

ic
N

er
vo

us
Sy

st
em

In
di

ce
s

an
d

Bl
oo

d
Pr

es
su

re
Va

ria
bi

lit
ie

s
fro

m
Vi

de
o

Im
ag

es
”,

Th
e

25
th

In
te

rn
at

io
na

l
Di

sp
la

y
W

or
ks

ho
ps

(ID
W
’1

8)
,

N
ag

oy
a

Co
ng

re
ss

Ce
nt

er
,N

ag
oy

a,
Ja

pa
n,

De
c.

13
,(2

01
8)

.

【
解
説
・
総
説
】

①
吉
澤
誠
，
杉
田
典
大
，

“血
行
状
態
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
「
魔
法
の
鏡
」
の
開
発

,”
光
技
術
コ
ン
タ
ク
ト

,5
5(

10
),

pp
.4

-
11

(2
01

7)
②

吉
澤

誠
，
杉
田
典
大
，

“血
圧
変
動
と
血
行
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
す
る
「
魔
法
の
鏡
」

”,
N

AT
UR

E
IN

TE
RF

AC
E,

no
.7

5,
pp

.7
-9

(2
01

9)

成
果
発
表
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【
著
書
】

①
杉
田

典
大
，

“カ
メ
ラ
映
像
を
用
い
た
血
圧
変
動
の
非
接
触
計
測

,
推
定
手
法
（
第

4章
第

4節
）
，
生
体
情
報
セ
ン
シ
ン

グ
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
最
新
応
用

,”
技
術
情
報
協
会
，
東
京
，

pp
.1

62
-1

68
(2

01
7)

②
杉
田

典
大
，

“シ
ー
ト
型
微
小
変
位
セ
ン
サ
を
用
い
た
心
拍
数
の
計
測
技
術
（
第

2章
第

6節
）

,
生
体
情
報
セ
ン
シ
ン
グ

と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
最
新
応
用

,”
技
術
情
報
協
会
，
東
京
，

pp
.6

3-
72

(2
01

7/
11

/2
6)

【
招
待
講
演
】

①
吉
澤

誠
，

“「
魔
法
の
鏡
」
で
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ

,”
保
健
医
療
福
祉
工
業
会
特
別
講
演
，
保
健
医
療
福
祉
工
業
会
，

東
京
都
（

20
18

/2
/9
）

②
M

ak
ot

o
Y o

sh
iza

w
a,

“H
ea

lth
ca

re
Di

sp
la

y:
Th

e
M

irr
or

M
ag

ic
al

,”
20

18
In

te
rn

at
io

na
l

Sy
m

po
si

um
on

Sm
ar

t
Re

ha
bi

lit
at

io
n

In
no

va
tio

ns
,S

ha
ng

ha
i

Un
iv

er
si

ty
of

M
ed

ic
in

e
&

He
al

th
Sc

ie
nc

es
,S

ha
ng

ha
i,

Ch
in

a,
(2

01
8/

3/
24

)
③

吉
澤

誠
，

“魔
法
の
鏡
，

”
第
６
回
次
世
代
医
療
開
発
セ
ミ
ナ
ー

,東
北
大
学
医
学
系
研
究
科

(2
01

8/
5/

23
)

④
吉
澤

誠
，

杉
田

典
大
，
田

中
明
，
本

間
経

康
，

山
家

智
之
，

“死
人
の
脈
を
診
る
「
魔
法
の
鏡
」

,”
第

43
回
の
光
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

,東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

(2
01

8/
6/

21
)

⑤
吉
澤

誠
，

杉
田

典
大
，

田
中

明
，

本
間

経
康
，

山
家

智
之
，

“血
行
状
態
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
「
魔
法
の
鏡
」

,”
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
応
用
技
術
研
究
会
，
上
智
大
学

(2
01

8/
7/

18
)

⑥
吉
澤

誠
，

“カ
メ
ラ
に
よ
る
健
康
セ
ン
シ
ン
グ
～
身
体
映
像
か
ら
の
生
体
情
報
抽
出
～

”，
東
北
大
学
ス
マ
ー
ト
・
エ
イ

ジ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
，
東
北
大
学
東
京
分
室
，
東
京
都
，

20
18
年

8月
23
日

⑦
吉
澤

誠
，
杉
田
典
大
，

“血
圧
変
動
と
血
行
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
す
る
「
魔
法
の
鏡
」

”，
第

76
回

W
IN

定
例
講
演
会
・
第

31
回
人
間
情
報
学
会
講
演
会
・

W
IN
・

IC
TC

O
連
携
講
演
会
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
会
議
室

Y2
03
，
東
京
都
，

20
18
年

12
月

17
日

成
果
発
表
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【
学
会
発
表
】

①
吉
澤

誠
，
杉
田
典
大
，
魚
住
洋
佑
，
加
藤

誠
，
本
間
経
康
，
山
家
智
之
，
田
中

明
，

“血
行
状
態
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
「
魔
法
の
鏡
」
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
の
可
能
性

,”
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

20
17
，
東
北

大
学
電
気
通
信
研
究
所
，
仙
台
，

(2
01

7/
9/

16
)

②
松
嵜
朋
也
，
杉
田
典
大
，
吉
澤
誠
，
大
見
拓
寛
，
山
高
大
乗
，
神
生
陽
介
，
肥
後
徳
仁
，
山
田
公
一
，
本
間
経
康
，

“近
赤
外
光
照
射
条
件
が
映
像
か
ら
の
心
拍
数
推
定
精
度
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究

,”
計
測
自
動
制
御
学
会

シ
ス
テ
ム
･情

報
部
門
学
術
講
演
会

20
17

,静
岡
大
学
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
，
浜
松
市

③
Su

gi
ta

N
or

ih
iro

,
Yo

sh
iza

w
a

M
ak

ot
o,

Ab
e

M
ak

ot
o,

Ta
na

ka
Ak

ira
,

Ho
m

m
a

N
or

iy
as

u,
Ya

m
be

To
m

oy
uk

i,
``

Co
nt

ac
t-

le
ss

m
et

ho
d

fo
r

m
on

ito
rin

g
bl

oo
d

pr
es

su
re

ch
an

ge
s

us
in

g
vid

eo
pl

et
hy

sm
og

ra
ph

y，
’’
第

57
回
日
本
生
体
医
工
学
会
大
会

,O
S2

-3
-1

-2
(J

un
e

20
18

).
④

戸
沼
大
，
吉
澤
誠
，
杉
田
典
大
，
本
間
経
康
，

``
関
心
領
域
の
画
素
数
が
映
像
か
ら
の
心
拍
数
推
定
精
度
に
及
ぼ

す
影
響
に
関
す
る
研
究
，
’’計

測
自
動
制
御
学
会

シ
ス
テ
ム
・
情
報
部
門

学
術
講
演
会

20
18
（

SS
I2

01
8）

,
SS

17
-0

1
(N

ov
em

be
r2

01
8)

.
⑤

鈴
木
勢
至
，
市
地
慶
，
杉
田
典
大
，
吉
澤
誠
，

``
調
光
機
能
を
有
し
た
非
接
触
脈
波
測
定
器
ス
マ
ー
ト
ヘ
ル
ス
ミ

ラ
ー
の
開
発
，
’’計

測
自
動
制
御
学
会

シ
ス
テ
ム
・
情
報
部
門

学
術
講
演
会

20
18
（

SS
I2

01
8）

,
SS

17
-0

3
(N

ov
em

be
r2

01
8)

.

【
登
録
特
許
】

①
（
映
像
脈
波
か
ら
脈
波
伝
搬
時
間
差
を
得
る
方
法
）

ST
OR

AG
E

M
ED

IU
M

HA
VI

N
G

ST
OR

ED
TH

ER
EO

N
IN

FO
RM

AT
IO

N
PR

OG
RA

M
,A

N
D

IN
FO

RM
AT

IO
N

PR
OC

ES
SI

N
G

DE
VI

CE
,A

pp
lic

at
io

n#
12

/5
59

,6
67

,
Pa

te
nt

#
US

9,
62

3,
33

0
B2

,
Re

gi
st

ra
tio

n
Da

te
:A

pr
18

th
,2

01
7

【
出
願
中
特
許
】

①
（

1個
所
の
映
像
脈
波
か
ら
血
圧
相
関
情
報
を
得
る
方
法
）

特
願

20
17

-2
30

36
2（

20
17
年

11
月

30
日
出
願
）

②
（
映
像
脈
波
の
抽
出
阻
止
法
）

特
願

20
18

-5
88

36
（

20
18
年

3月
26
日
出
願
）

成
果
発
表
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